
 

「技術の目利き」を集団的育成し、コア技術ベースのテーマ創出を実施し続ける

研究開発マネジメントの実践手順 

 

 

 

ご好評により『京都』『東京』にて開催！※京都会場、東京会場の講義内容は同じとなります。ご都合がいい会場・日程でご参加ください。 

 

高収益企業支援家・弁理士 中村大介氏（株式会社如水 代表取締役） 

 
 
 

 

１.経営学の定石を利用した自社経営の歴史を理解・俯瞰する 
 （１）自社タイプ診断 〜コア技術＋知財主導か課題解決主導か〜 
 （２）組織学習の視点から研究開発のあり方を分析する 
 （３）資源ベースの経営理論と研究開発のあり方を分析する 
 （４）ポジショニングの経営理論と研究開発のあり方を分析する 
 （５）外部環境に対応した研究開発のあり方を分析する 
 
２.事例紹介 
 （１）研究開発のビジョンと人材像の設定例 東レ 
 （２）人材像に沿った「当たり前」の定義 キヤノン 
 （３）研究開発のビジョンに沿ったユニークな制度 ３M、P&G 
 
３.技術経営のあり方に沿ったビジョンと人材像 
 （１）４ステップを理解する：環境変化—ビジョン−人材像−人材育成 
 （２）環境変化とビジョン策定 
 （３）ビジョン策定と人材像策定  
 
４.「技術の目利き」人材の要件 
 （１）ビジネスの推論と技術の推論 
 （２）技術経営の知識 
 （３）知財の位置づけと知財マネジメント知識 
 （４）継続的なコア技術の獲得と高収益化の長い時間軸の理解 
  
５.テーマ企画教育の実践例 
 （１）バックキャストとフォーキャスト 
 （２）フォーキャストとバックキャストの使い分け・融合 
 （３）リーズニングのためのマクロトレンド 
 （４）シナリオ・プランニング 
 （５）技術獲得シナリオ 
 （６）パテントマップ 
 
６.コア技術の獲得活動を理解する 
 （１）研究企画部門でのコア技術獲得計画 
 （２）テーマ創出の流れ 
 （３）実践する人の育成  
 
７.制度設計を理解する 
 （１）テーマ創造に係る制度設計 
 （２）テーマ評価に係る制度設計 
 （３）技術交流と情報共有に係る制度設計 
 （４）チャレンジを促す制度設計 
 
８.事例の紹介と研究  
 事例１）外部環境に対応する経営モデル 
 事例２）コア技術にこだわる経営モデル 
 事例３）コンピタンスにこだわる経営モデル 
 
９.創造的な研究開発を行うための要件 
  
１０.まとめ                    ※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 

  

 

研究開発テーマ創出・企画部門に携わる方 
 

ベンチャー企業を設立後事業を真似されて売上・利益が下がった経験、リーマン・ショックで売上が 1/3 になった経験を通じて、安定的な高
収益を実現するにはどうすればいいか、痛いほど考えるようになりました。高収益化の理論や事例から様々な施策を考えて実践しています。
コンサルティング経験を通じて、高収益企業には、文系と理系、営業と技術、フロントオフィスとバックオフィス、全てを横断的に理解して
統合的なマネジメントが出来る次世代経営者が必要だと痛感しています。次世代経営者の卵は若手〜ミドルマネジメント人材です。機械、電
気、ソフト、化学等の分野、ビジネスと法律、技術と営業、ほとんどの職種を横断的に理解、マネジメントできる人材の育成が関心事です。
どうすれば技術系人材の経営・ビジネス視点ができるのか、営業系人材の経営視点ができるのか、考えて実践する日常を送っています。 
北海道大学卒業・東京大学大学院修了弁理士。 

 
 
 

京都開催（11/2） 161564-1010 

 

2016 年 11 月 2 日（水）13 時-17 時 2016 年 11 月 24 日（木）13 時-17 時 

（株）如水 オフィス(京都市内) 
※お申し込みの方に地図・連絡先をお送りします。 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

東京開催（11/24） 161566-1010 

 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail にてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。後日（開催日１週間
～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 
※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
 
 
 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 

 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

 

税込・資料代含 

 

ご参加頂きたい方 

 

 

■開催にあたって■ 

 

本来中長期テーマを担うべき研究
所で短期テーマばかりに追われて

はいないでしょうか？ 
 
研究所全体で、テーマ評価や創出

は、「重要で緊急でないこと」で、最
も重要視することではないでしょう
か？しかし、「緊急なこと」を抱えす

ぎて、重要性の判断もできなくなっ
ていませんか？ 
 

コンサルタントとして断言できること
は、小手先やハウツーではこれらの
ことは解決しません。解決するに

は、研究所としてどのようにあるべき
か、「あり方」を決めて、それに沿っ
た「技術の目利き」を育成すること

が必要です。 
 
研究所を経営・俯瞰できる人材が

「たまたま」現れるのではなく、代々
伝え、継続的に生み出すためには
どうすればいいか、伝承可能な技

にするためにはどうすればいいか、
コンサルタントとして経験した事例か
らお話します。 

mailto:tamiaki@bri.or.jp

